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平成28年

第 6 回定例会
平成28年度一般会計補正予算を可決

公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 基 金 条 例 を 可 決

定例会の経過

川越市マスコットキャラクター ときも川越市マスコットキャラクター ときも

寄附金により楽器が購入されることとなった中学校の吹奏楽部

平成 29 年 1 月 25 日発行

＜11月＞ 
３０日　議案１９件上程 

＜12月＞ 
　５日　議案質疑

　６日　議案質疑

　８日　一般質問

　９日　一般質問

１２日　一般質問

 １３日　一般質問

 １４日　４常任委員会

 １６日　２特別委員会

 １９日　２特別委員会

 ２２日　議案９件上程

 　　　 議案２８件　採決



市
長
提
出
議
案

28件の市長提出議案を審議しました。

結果は３ページの議決結果一覧表を

ご覧ください。

○改正の趣旨

　生活困窮者自立支援法に規定する生活困窮者の福祉の増

進を図るため、川越市福祉基金条例の全部を改正しようと

するものです。

○改正の内容

　福祉の増進を図る対象者に生活困窮者を加えるととも

に、その他所要の規定の整備をしようとするものです。

○施行期日

　公布の日としようとするものです。

福 祉 基 金 条 例

○制定の趣旨

　新たな川越市斎場を設置するため、川越市斎場及び川越

市民聖苑やすらぎのさと条例を制定しようとするものです。

○制定の内容

　次に掲げる事項について定めようとするものです。

⑴ 設置の趣旨

⑵ 位置及び業務

⑶ 施設の利用者の範囲

⑷ 施設の利用許可及び使用料の納付

⑸ その他管理及び運営に関し必要な事項

○施行期日

　平成２９年４月１日としようとするものです。

斎場及び市民聖苑やすらぎのさと条例

○制定の趣旨

　特定工場の敷地の緑地面積率等を緩和するため、川越市

工場立地法地域準則条例を制定しようとするものです。

○制定の内容

　現行では一律２０％以上とされている緑地面積率を、工

業地域・工業専用地域については１０％に、準工業地域・

市街化調整区域については１５％に、また、現行では緑地

面積率の２５％以下とされている重複緑地面積算入率を、

５０％以下までそれぞれ緩和しようとするものです。

○施行期日

　平成２９年４月１日としようとするものです。

工場立地法地域準則条例

○制定の趣旨

　公共施設の保全及び更新を計画的に推進す

るため、川越市公共施設マネジメント基金条

例を制定しようとするものです。

○制定の内容

　川越市公共施設マネジメント基金に関し、

積立て、管理、運用益金の処理、繰替運用、

処分等について規定しようとするものです。

○施行期日等

⑴施行期日

　公布の日としようとするものです。

⑵その他

　川越市公共施設整備基金の設置、管理及

び処分に関する条例を廃止しようとするも

のです。

公共施設マネジメント基金条例

○制定の趣旨

　市債の償還に必要な財源を確保することに

より、将来にわたり財政の健全な運営を図る

ため、川越市減債基金条例を制定しようとす

るものです。

○制定の内容

　川越市減債基金に関し、積立て、管理、運

用益金の処理、繰替運用、処分等について規

定しようとするものです。

○施行期日

　公布の日としようとするものです。

減 債 基 金 条 例

平成29年1月25日発行 （2）議 会 だ よ り



議　案

番　号

（採決順）

議　　案　　名
議　決 

結　果

会派等の賛否

自
由
民
主
党

公
明
党

日
本
共
産
党

や
ま
ぶ
き
会

政
晴
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

民
進
党

無
所
属

10 人 6 人 5 人 5 人 3 人 3 人 2 人 1 人

議案 77 川越市り災救助基金の設置、管理及び処分に関する条例を廃止する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 78 川越市公共施設マネジメント基金条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 79
川越市個人情報保護条例及び川越市個人番号の利用及び特定個

人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 80
川越市職員退職手当条例及び川越市企業職員の給与の種類及び
基準に関する条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 81 川越市減債基金条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 82 川越市税条例等の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 83 川越市印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案 84 川越市斎場及び川越市民聖苑やすらぎのさと条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 85 川越市市民センター条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 86 川越市福祉基金条例（全部改正） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 87
川越市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 88 川越市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案 89 川越市工場立地法地域準則条例 原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案 90 川越市上下水道局営業業務委託事業者選定委員会条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 91 川越駅西口第一自転車駐車場等の指定管理者の指定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 92 川越市老人福祉センター東後楽会館の指定管理者の指定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 93 川越市老人福祉センター西後楽会館の指定管理者の指定 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 94 平成２８年度川越市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 95 平成２８年度川越市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 96 川越市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 97 特別職の職員で常勤の者の給与等に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 98
川越市技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例等の一
部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 99 平成２８年度川越市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 100 平成２８年度川越市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 101 平成２８年度川越市歯科診療事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 102 平成２８年度川越市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 103 平成２８年度川越市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 104 平成２８年度川越市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案議決結果一覧表
 　○……賛成　　×……反対　　△……退席

＊議長は採決に加わっておりません。　

（3） 平成29年1月25日発行議 会 だ よ り



図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口
（
東
庁
舎
）

川
越
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

図
書
館
等
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

2

月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

20

本
会
議
に
お
け
る

議

　案

　質

　疑

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

平成29年1月25日発行 （4）議 会 だ よ り

問
過
去
の
基
金
使
用
実
績
は
。

答
昭
和
39
年
の
基
金
設
置
か

ら
、
こ
れ
ま
で
基
金
を
処
分

し
た
実
績
は
な
か
っ
た
。

問
な
ぜ
基
金
廃
止
す
る
の
か
。

答
基
金
規
模
等
の
状
況
も
あ

り
、
資
金
が
十
分
に
活
用
さ

れ
て
い
る
状
況
に
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
積
立
基
金
の
総

合
的
な
見
直
し
に
よ
り
、
一

定
の
基
金
規
模
を
有
し
、
災

害
対
策
全
般
の
財
源
と
し
て

活
用
で
き
る
財
政
調
整
基
金

に
り
災
救
助
基
金
の
役
割
を

担
わ
せ
る
た
め
、
り
災
救
助

基
金
を
廃
止
す
る
も
の
で
あ

る
。

問
り
災
救
助
基
金
の
廃
止
で
、

災
害
時
の
救
助
へ
の
支
障
は
。

答
基
金
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
市
の
災
害
対
策
そ

の
も
の
が
変
わ
る
も
の
で
は

な
く
、
災
害
対
策
に
係
る
経

費
の
財
源
が
変
わ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
り
災
救

助
基
金
の
廃
止
に
よ
る
、
り

災
者
救
助
に
支
障
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
77

号

り
災
救
助
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
条
例

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
78

号

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
金
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
自
由
民
主
党
】【
日
本
共
産
党
】

本
会
議
に
お
け
る

　

議

案

質

疑

　
　
　
　
　

【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

問
基
金
設
置
の
理
由
は
何
か
。

答
老
朽
化
が
進
行
す
る
公
共

施
設
の
更
新
需
要
を
見
据
え
、

保
全
や
更
新
を
計
画
的
に
進

め
て
い
く
た
め
の
財
源
を
安

定
的
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、

財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
る

た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
あ

る
。

問
新
規
の
公
共
施
設
整
備
の

財
源
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
施
設
整
備
と

同
様
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

国
庫
補
助
や
地
方
債
の
活
用

を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

事
業
に
よ
っ
て
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な

ど
の
民
間
活
力
の
導
入
を
進

め
る
こ
と
や
当
基
金
を
活
用

す
る
こ
と
を
含
め
、
効
果
的

な
財
源
の
確
保
を
図
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
積
立
額
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い

て
も
、
一
定
額
を
積
み
立
て

て
、
公
共
施
設
の
保
全
や
更

新
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を

準
備
し
て
い
き
た
い
。

問
基
金
の
使
い
方
は
。

答
当
面
は
、
平
成
34
年
度
か

ら
増
加
し
集
中
す
る
保
全
や

更
新
に
備
え
る
も
の
だ
が
、

個
別
施
設
計
画
策
定
後
は
、

当
該
計
画
に
沿
っ
た
基
金
の

活
用
を
考
え
て
い
る
。

問
基
金
を
活
用
し
て
い
く
上

で
今
後
の
課
題
は
。

答
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の

対
応
に
係
る
費
用
を
基
金
の

財
源
の
み
で
確
保
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
施

設
総
量
の
適
正
化
や
長
寿
命

化
な
ど
の
取
り
組
み
の
中
で
、

今
後
必
要
と
な
る
費
用
の
軽

減
を
図
り
つ
つ
、
効
率
的
で

効
果
的
な
基
金
の
活
用
が
必

要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
公
共
施
設
の
更
新
費
用
の

算
出
基
準
は
誰
が
決
め
た
か
。

答
川
越
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
で
試
算
に
用
い
た

更
新
単
価
は
、
総
務
省
が
平

成
23
年
度
に
行
っ
た
公
共
施

設
や
イ
ン
フ
ラ
資
産
に
係
る

将
来
の
更
新
費
用
の
調
査
に

問
基
金
設
置
の
理
由
は
何
か
。

答
川
越
市
中
期
財
政
計
画
を

基
礎
と
し
た
公
債
費
の
見
通

し
に
よ
る
と
、
平
成
28
年
度

予
算
で
約
95
億
円
の
公
債
費

は
、
平
成
34
年
度
に
は
１
２

２
億
円
に
達
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
も
、
公
共
施
設
の

保
全
や
更
新
に
伴
う
市
債
発

行
に
よ
り
、
多
額
の
公
債
費

負
担
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
公
債
費
の
増
加
は
、
一
般

行
政
経
費
の
圧
迫
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
多

額
の
市
債
償
還
へ
の
備
え
と

公
債
費
負
担
の
平
準
化
の
た

め
、
減
債
基
金
を
設
置
す
る

も
の
で
あ
る
。

問
積
立
目
標
額
は
あ
る
の
か
。

答
当
面
の
目
標
年
次
と
目
標

額
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
に

10
億
円
を
積
み
立
て
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
公
共

施
設
の
保
全
・
更
新
や
大
規

模
事
業
に
伴
う
公
債
費
の
見

通
し
に
基
づ
き
、
計
画
的
な

積
立
て
に
努
め
た
い
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
来
年
度
以
降
の
減
債
基
金

の
原
資
は
何
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

答
今
後
の
基
金
積
立
金
の
原

資
も
、
主
に
決
算
剰
余
金
等

の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
。

問
基
金
の
処
分
に
よ
る
公
債

費
の
調
整
は
ど
う
図
る
の
か
。

答
中
期
財
政
計
画
に
よ
る
公

債
費
の
推
計
額
は
、
各
年
度

の
投
資
的
経
費
や
臨
時
財
政

対
策
債
の
見
通
し
に
よ
り
算

出
し
て
い
る
。
減
債
基
金
の

処
分
が
公
債
費
の
推
計
額
に

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な

用
い
た
単
価
を
採
用
し
た
も

の
で
あ
る
。

問
更
新
費
用
が
将
来
変
化
し

た
時
ど
う
見
直
す
つ
も
り
か
。

答
現
状
に
お
い
て
具
体
的
に

更
新
費
用
を
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
個
別
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
る
中
で
適
正
な

更
新
費
用
を
把
握
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
案
第
81

号

減
債
基
金
条
例

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
自
由
民
主
党
】【
日
本
共
産
党
】
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問
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
個
人
番

号
を
介
し
た
連
携
か
。

答
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
記
録

さ
れ
て
い
る
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
を
利
用
し
て
行

う
も
の
で
、
個
人
番
号
と
の

関
連
は
な
い
。

問
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
経
費
は
。

答
シ
ス
テ
ム
構
築
に
係
る
初

期
費
用
と
し
て
、
約
２
６
０

０
万
円
。

　
年
間
の
運
営
経
費
と
し
て

約
１
２
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
、
加
え
て
コ
ン
ビ
ニ

議
案
第
86

号

福
祉
基
金
条
例

【
自
由
民
主
党
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
83

号

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
84

号

斎
場
及
び
市
民
聖
苑
や
す
ら
ぎ
の
さ
と
条
例

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
介

し
て
民
間
事
業
者
を
利
用
す

る
初
め
て
の
事
例
で
あ
る
。

問
川
越
市
福
祉
基
金
条
例
の

全
部
改
正
の
目
的
は
？

答
要
保
護
者
を
含
む
生
活
困

窮
者
に
関
す
る
事
業
に
活
用

し
て
い
く
た
め
、
基
金
の
設

置
目
的
の
改
正
と
他
の
基
金

条
例
と
の
規
定
の
整
合
を
図

る
た
め
で
あ
る
。

問
条
例
の
具
体
的
な
改
正
内

容
は
？

答
福
祉
基
金
を
活
用
で
き
る

対
象
者
に
生
活
困
窮
者
を
加

え
る
と
と
も
に
、
他
の
基
金

条
例
と
の
整
合
を
図
る
た
め
、

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

問
福
祉
基
金
を
ど
の
よ
う
な

用
途
で
使
用
す
る
予
定
か
？

答
「
貧
困
が
世
代
を
超
え
て

連
鎖
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

生
活
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
に

対
す
る
学
習
支
援
」
を
重
要

課
題
と
し
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
生
活
困

窮
者
学
習
支
援
事
業
拡
大
の

た
め
の
経
費
に
充
て
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
今
回
全
部
改
正
さ
れ
る
基

金
の
活
用
状
況
を
伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
元
金
の
処
分
は

行
っ
て
い
な
い
。
支
出
は
、

福
祉
基
金
か
ら
生
ず
る
利
子

 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

事
業
者
等
へ
の
委
託
手
数
料

と
し
て
、
証
明
書
１
通
あ
た

り
１
２
３
円
を
支
払
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

問
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
介
し

て
民
間
事
業
者
を
利
用
す
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
か
。

答
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
の
多
機
能
端
末
機
か
ら
証

明
書
を
交
付
す
る
取
り
組
み

い
が
、
公
債
費
に
充
当
す
る

財
源
と
し
て
減
債
基
金
か
ら

の
繰
入
金
が
見
込
め
る
。

問
減
債
基
金
の
適
正
規
模
は

ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

答
減
債
基
金
の
適
正
規
模
は
、

特
段
の
指
標
等
は
な
く
、
実

情
に
応
じ
て
積
み
立
て
を
行

う
。
本
市
は
、
公
債
費
が
１

２
０
億
円
を
超
え
る
と
見
込

ま
れ
る
平
成
33
年
度
に
向
け
、

毎
年
度
２
億
円
を
目
安
に
積

み
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
減
債
基
金
を
活
用
し
た
市

債
償
還
の
事
業
は
何
か
？

答
減
債
基
金
は
、
将
来
の
多

額
の
市
債
償
還
に
備
え
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
、

特
定
の
事
業
の
た
め
に
積
み

立
て
る
も
の
で
は
な
い
。

　
将
来
の
公
債
費
は
、
ウ
ェ

ス
タ
川
越
、
新
斎
場
な
ど
の

公
共
施
設
の
整
備
等
の
た
め

発
行
し
た
市
債
の
償
還
を
含

め
て
推
計
し
て
い
る
他
、
今

後
も
、
老
朽
化
施
設
の
保
全
、

更
新
等
に
も
市
債
の
活
用
が

必
要
に
な
る
。

問
減
債
基
金
の
役
割
は
財
政

調
整
基
金
が
活
用
さ
れ
て
き

た
が
、
今
後
は
明
確
に
分
け

ら
れ
る
の
か
伺
う
。

答
減
債
基
金
は
、
将
来
の
市

債
の
償
還
財
源
を
計
画
的
に

積
み
立
て
、
確
保
し
て
い
く

役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
一

方
、
財
政
調
整
基
金
は
、
年

度
間
に
お
け
る
財
源
の
不
均

衡
を
調
整
す
る
役
割
を
担
う

も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
役

割
は
区
分
で
き
る
。

を
順
次
増
加
さ
せ
た
い
。

問
新
斎
場
の
職
員
の
配
置
は
。

答
新
斎
場
稼
働
後
は
、
新
斎

場
及
び
市
民
聖
苑
の
利
用
受

け
付
け
、
設
備
の
維
持
管
理

等
を
新
斎
場
の
事
務
室
で
一

元
的
に
行
う
。
職
員
は
、
通

常
８
時
30
分
か
ら
21
時
30
分

ま
で
、
５
名
程
度
が
時
間
差

で
出
勤
し
て
対
応
す
る
。
総

職
員
数
は
８
名
程
度
と
想
定

し
て
い
る
。

問
業
務
委
託
の
見
通
し
は
。

答
新
斎
場
の
火
葬
炉
運
転
・

収
骨
業
務
・
葬
家
の
案
内
等

の
業
務
を
委
託
す
る
。
さ
ら

に
、
式
場
の
貸
し
出
し
に
係

る
祭
壇
組
み
換
え
や
葬
家
と

の
調
整
業
務
等
に
つ
い
て
も
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
者
に
委

託
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

答
各
種
有
害
物
質
の
排
出
濃

度
に
つ
い
て
市
の
目
標
値
を

公
害
防
止
基
準
と
定
め
、
こ

れ
を
満
た
す
火
葬
炉
を
選
定

し
た
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対

策
は
、
国
の
指
針
に
基
づ
い

た
整
備
を
行
い
、
排
出
濃
度

の
指
針
値
よ
り
低
い
値
を
目

標
値
と
し
て
運
営
し
て
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
火
葬
炉
の
運
転
方
法
は
。

答
新
斎
場
で
は
、
12
基
の
火

葬
炉
を
整
備
し
、
供
用
開
始

後
、
当
面
は
、
現
在
の
火
葬

需
要
に
応
じ
、
１
日
18
件
の

火
葬
を
行
う
。
そ
の
後
、
需

要
に
応
じ
て
受
け
入
れ
件
数

問
第
７
条
の
火
葬
料
、
式
場
、

待
合
室
、
霊
安
室
の
使
用
料

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
協
議

決
定
し
た
の
か
。

答
新
斎
場
整
備
推
進
委
員
会

で
検
討
し
、
８
月
に
基
本
的

方
針
、
11
月
に
案
を
決
定
し

た
。
火
葬
は
公
共
性
が
高
く
、

現
在
80
歳
以
上
の
方
を
無
料

と
し
て
い
る
た
め
、
市
内
居

住
者
は
無
料
、
待
合
室
は
機

能
が
充
実
し
た
た
め
有
料
と

し
た
。
式
場
は
両
施
設
同
一

の
新
た
な
使
用
原
価
が
従
来

と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
り
、
市
民

聖
苑
は
現
行
ど
お
り
と
し
た
。

問
環
境
対
策
と
し
て
、
火
葬

炉
の
排
気
ガ
ス
に
つ
い
て
、
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問
川
合
市
長
に
な
っ
て
か
ら

の
限
度
額
引
き
上
げ
経
過
は
。

答
限
度
額
は
平
成
21
年
度
が

60
万
円
、
22
年
度
が
64
万
円
、

23
年
度
が
69
万
円
、
24
年
度

が
73
万
円
、
25
・
26
年
度
が

77
万
円
、
27
年
度
が
81
万
円
、

28
年
度
が
85
万
円
で
あ
る
。

議
案
第
88

号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
89

号

工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例

【
自
由
民
主
党
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

問
中
間
所
得
層
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
の
か
。

答
国
保
特
別
会
計
は
実
質
収

支
は
赤
字
だ
が
、
税
率
見
直

し
を
見
送
っ
た
た
め
、
中
間

所
得
層
の
負
担
軽
減
に
直
接

つ
な
が
ら
な
い
が
、
負
担
の

抑
制
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問
限
度
額
を
４
万
円
引
き
上

げ
た
場
合
の
影
響
額
は
。

答
調
定
額
で
４
４
０
９
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
影
響
を
受
け
る
４
人
世
帯

の
給
与
所
得
を
伺
う
。

答
40
歳
以
上
の
夫
婦
２
人
と

子
供
２
人
の
４
人
世
帯
の
給

与
所
得
は
基
礎
課
税
額
分
で

６
４
９
万
５
４
５
円
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
分
で
７
８

０
万
２
７
２
８
円
で
あ
る
。

で
、
夏
季
見
舞
金
等
の
支
給

を
行
っ
た
経
過
が
あ
る
。
平

成
18
年
度
以
降
は
、
ペ
イ
オ

フ
の
導
入
に
伴
い
、
預
金
の

種
別
を
変
更
し
た
た
め
、
利

子
が
生
じ
な
い
こ
と
と
な
り
、

活
用
が
図
ら
れ
て
い
な
い
。

問
改
正
後
の
基
金
は
、
ど
う

活
用
さ
れ
る
の
か
。

答
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
生
活
困
窮
者
学
習

支
援
事
業
拡
大
の
た
め
の
経

費
に
充
て
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

問
基
金
の
残
高
が
少
な
く
な

っ
た
場
合
の
対
応
策
は
。

答
継
続
が
必
要
な
事
業
に
関

し
て
は
、
改
め
て
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
要
保
護
者
の
福
祉
を
図
る

た
め
に
、
基
金
の
活
用
を
考

え
て
い
な
い
の
か
。

答
生
活
保
護
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
法
令
等
に
従
い
、

適
正
な
支
給
額
等
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
基
準
額
以
上
の

支
給
に
つ
な
が
る
基
金
の
活

用
は
、
現
状
で
は
、
考
え
て

い
な
い
。

問
生
活
困
窮
者
学
習
支
援
事

業
の
支
援
対
象
を
小
学
校
低

学
年
ま
で
検
討
し
な
か
っ
た

の
か
。

答
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
拡

大
を
検
討
し
た
が
、
児
童
１

人
で
教
室
ま
で
通
う
場
合
の

安
全
面
な
ど
の
考
慮
や
財
源

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
小
学
４
年
生
ま
で
引
き

下
げ
の
拡
大
を
図
り
た
い
。

問
今
後
、
課
題
を
検
証
し
、

基
金
を
要
保
護
者
の
た
め
に

活
用
す
る
べ
き
だ
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

答
基
準
額
以
上
の
支
給
は
考

え
て
い
な
い
が
、
必
要
性
が

出
た
場
合
に
、
検
討
し
た
い
。

や
操
業
環
境
の
向
上
、
企
業

流
出
防
止
等
が
期
待
で
き
、

安
定
し
た
税
収
・
雇
用
の
確

保
に
つ
い
て
効
果
が
あ
る
。

問
用
途
地
域
に
応
じ
た
緑
地

面
積
率
が
異
な
る
理
由
は
。

答
工
場
の
利
便
を
増
進
さ
せ

る
地
域
で
あ
る
工
業
地
域
・

工
業
専
用
地
域
は
10
％
ま
で

引
き
下
げ
、
人
家
や
店
舗
が

混
在
す
る
準
工
業
地
域
及
び

開
発
を
抑
制
す
る
エ
リ
ア
で

あ
る
市
街
化
調
整
区
域
は
15

％
と
小
幅
な
緩
和
に
留
め
る

な
ど
、
都
市
計
画
用
途
地
域

の
定
義
や
特
定
工
場
の
立
地

状
況
等
を
踏
ま
え
た
。

問
工
業
団
地
が
他
市
と
隣
接

す
る
場
合
の
整
合
性
は
。

答
川
越
狭
山
工
業
団
地
で
は
、

狭
山
市
と
の
不
均
衡
が
解
消

さ
れ
る
。
富
士
見
工
業
団
地

で
は
、
隣
接
し
条
例
が
な
い

坂
戸
市
、
鶴
ヶ
島
市
よ
り
10

％
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
現
行
の
緑
地
面
積
率
が
20

％
と
さ
れ
た
理
由
を
伺
う
。

答
当
時
の
モ
デ
ル
的
工
場
、

地
方
公
共
団
体
の
緑
化
条
例
、

外
国
に
お
け
る
工
場
周
辺
の

緩
衝
帯
の
事
例
な
ど
を
参
考

に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問
工
場
立
地
法
の
対
象
と
な

る
61
事
業
所
の
企
業
規
模
に

つ
い
て
伺
う
。

答
１
事
業
所
あ
た
り
の
平
均

敷
地
面
積
は
約
２
万
９
千
㎡

で
、
従
業
員
数
の
平
均
は
約

２
９
８
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
条
例
制
定
に
よ
り
、
緑
が

減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

答
敷
地
内
の
緑
地
面
積
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
が
、
緑
地

面
積
率
の
引
き
下
げ
幅
を
用

途
地
域
に
応
じ
て
変
え
る
な

ど
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
条

例
案
と
し
て
お
り
、
工
業
振

興
と
緑
の
保
全
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
工

業
会
等
か
ら
の
要
望
を
受
け

て
上
程
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
公
害
防
止
技
術
の
進
化
と

条
例
制
定
の
関
係
は
。

答
公
害
防
止
技
術
が
進
化
し

た
こ
と
や
、
環
境
関
連
法
案

の
整
備
に
よ
り
環
境
悪
化
に

歯
止
め
が
か
け
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
条
例
を
定
め
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
条
例
制
定
の
効
果
は
何
が

見
込
め
る
か
。

答
新
た
な
設
備
投
資
の
促
進

問
対
象
事
業
所
の
比
率
は
該

当
事
業
所
の
う
ち
ど
の
く
ら

い
か
。

答
市
内
に
61
の
対
象
事
業
所

が
あ
り
、
従
業
者
数
４
人
以

上
の
事
業
所
は
、
市
内
全
体

で
４
７
２
で
あ
る
の
で
、
約

13
％
と
な
る
。

問
制
定
の
経
緯
は
。

答
平
成
23
年
８
月
に
第
２
次

地
方
分
権
一
括
法
が
成
立
し
、

工
場
立
地
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
全
て
の
市
に
地
域
独

自
の
準
則
を
定
め
る
権
限
が

委
譲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

特
定
工
場
を
対
象
と
し
た
ア
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問
１
年
の
指
定
は
な
ぜ
か
。

答
東
西
後
楽
会
館
に
つ
い
て

は
、
現
在
ま
で
関
係
課
と
検

討
を
重
ね
て
き
た
が
、
介
護

保
険
事
業
計
画
等
審
議
会
な

ど
に
お
い
て
、
広
く
意
見
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
検
討
を
行
い
、
よ
り
良
い

あ
り
方
を
模
索
す
る
た
め
、

１
年
間
の
指
定
期
間
と
し
た
。

問
耐
震
化
す
る
際
の
費
用
は
。

答
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た

耐
震
診
断
の
際
の
補
強
提
案

に
よ
る
と
、
東
後
楽
会
館
の

議
案
第
92

号

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
東
後
楽
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
94

号

平
成
28

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
90

号

上
下
水
道
局
営
業
業
務
委
託
事
業
者
選
定
委
員
会
条
例

【
民
進
党
】

撃
に
よ
り
建
物
が
損
傷
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
緊
急
地
震

速
報
を
想
定
し
た
速
や
か
な

避
難
誘
導
の
訓
練
を
行
う
な

ど
、
安
全
面
に
お
い
て
は
十

分
注
意
を
払
い
、
施
設
の
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

耐
震
補
強
工
事
は
、
約
３
５

０
０
万
円
か
か
る
と
試
算
さ

れ
て
い
る
。

問
耐
震
基
準
未
満
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
東
後
楽
会
館
は
、
中
規
模

程
度
の
地
震
の
震
動
及
び
衝

問
今
回
の
営
業
業
務
委
託
の

業
務
内
容
は
？

答
営
業
業
務
委
託
の
内
容
は

検
針
、
料
金
の
請
求
、
収
納

及
び
停
水
執
行
を
含
む
滞
納

整
理
ま
で
の
料
金
徴
収
業
務

と
使
用
開
始
、
中
止
等
の
受

付
業
務
、
そ
の
他
附
帯
業
務

と
し
て
電
算
処
理
業
務
で
あ

る
。

問
市
の
業
務
委
託
に
対
応
で

き
る
事
業
者
数
は
、
何
者
あ

る
の
か
？

答
水
道
料
金
の
検
針
や
徴
収

業
務
を
営
業
内
容
と
し
て
本

市
に
登
録
し
て
い
る
事
業
者

は
18
者
あ
り
、
こ
の
う
ち
本

市
と
給
水
人
口
が
同
程
度
の

中
核
市
及
び
県
内
の
人
口
30

万
人
以
上
の
市
で
受
託
実
績

の
あ
る
事
業
者
は
３
者
で
あ

る
。

問
選
定
方
法
は
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
う
の
か
？

答
今
回
の
事
業
者
の
選
定
に

つ
い
て
は
、
前
回
と
同
様
に

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

に
よ
り
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。議

案
第
88

号

反　
　

対

【
日
本
共
産
党
】

　
今
回
の
改
正
は
、
国
保
税

の
賦
課
限
度
額
を
医
療
分
２

万
円
と
後
期
高
齢
者
支
援
分

２
万
円
を
引
き
上
げ
て
89
万

円
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
川

合
市
政
の
８
年
間
で
29
万
円

も
の
引
き
上
げ
に
な
る
。

　
子
２
人
と
夫
婦
の
４
人
世

帯
で
所
得
６
４
９
万
円
か
ら

影
響
を
受
け
る
。
扶
養
家
族

が
増
え
る
と
国
保
の
負
担
率

が
現
行
よ
り
さ
ら
に
増
す
。

国
保
加
入
者
の
な
か
で
所
得

２
０
０
万
円
以
下
が
４
分
の

３
に
ま
で
増
え
、
５
０
０
万

円
以
上
は
、
３
・
４
％
に
減

少
す
る
な
か
、
相
対
的
な
高

所
得
者
に
負
担
を
求
め
る
や

り
方
は
、
中
間
所
得
者
層
に

対
し
、
不
公
平
な
状
態
で
際

限
の
な
い
負
担
押
し
つ
け
に

つ
な
が
る
。
構
造
的
な
国
保

制
度
の
改
善
に
も
つ
な
が
る

も
の
で
も
な
い
こ
と
か
ら
反

対
で
あ
る
。

と
、
工
事
が
長
期
に
わ
た
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
契
約
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

問
未
計
上
の
繰
越
金
規
模
は
。

答
補
正
予
算
計
上
後
の
未
計

上
繰
越
金
は
20
億
３
１
２
万

５
千
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

問
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
の

基
本
的
な
考
え
方
は
。

答
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事

業
は
、
社
会
全
体
の
所
得
と

消
費
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
延

期
さ
れ
た
２
年
半
分
と
し
て

１
万
５
千
円
を
一
括
し
て
支

給
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
土
地
改
良
事
業
の
概
要
は
。

答
土
地
改
良
事
業
の
対
象
地

区
は
下
小
坂
・
平
塚
地
区
で
、

事
業
内
容
は
既
存
の
水
田
の

区
画
拡
大
、
担
い
手
へ
の
集

積
等
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

問
蔵
造
り
資
料
館
耐
震
化
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

答
耐
震
化
工
事
は
、
二
番
蔵
、

三
番
蔵
の
工
事
を
先
行
し
て

着
工
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

古
い
土
蔵
の
改
修
で
あ
る
こ

討
　
論

議会の様子を自宅でご覧になれます

　本会議（開会日、議案質疑日、最終日の本

会議）の模様をインターネット（ライブ、録

画）中継、ケーブルテレビ（Ｊ：ＣＯＭ北関

東）による録画放送をしています。

●インターネット（ライブ、録画）中継

　川越市公式ホームページからご覧になれま

す。川越市公式ホームページの右側のバナー

【川越市議会】☞【議会中継】☞【川越市議

会　議会中継のページはこちら】の順にクリ

ックしてください。

●ケーブルテレビ録画放送

放送日： 決まり次第川越市公式ホームページ

でお知らせします。

放送時間：午前７時３０分から

放送チャンネル： Ｊ:ＣＯＭチャンネル川越

地デジ１１１ｃｈ
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政

晴

会

明
ヶ
戸　

亮　

太

改
修
工
事
の
詳
細
を
問
う

５

自
由
民
主
党

吉　

敷　

賢
一
郎

就
学
前
の
家
庭
教
育
へ
の
支
援

４

無

所

属

小　

林　
　
　

薫

本
川
越
駅
西
口
の
信
号
機
設
置

３

や
ま
ぶ
き
会

小　

高　

浩　

行

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
現
状

１

民

進

党

片　

野　

広　

隆

運
転
免
許
の
自
主
返
納
支
援
へ

２

市
青
少
年
を
育
て
る
市
民
会

議
が
、
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
の
看
板
を
計
５
千
枚
作
成

し
、
地
域
に
よ
り
異
な
る
看

板
の
統
一
化
を
図
っ
た
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
の
ほ
か
、
学
校
区
ご
と

に
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

間
で
登
録
者
名
簿
の
共
有
化

を
行
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
事

業
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

質問

通
学
中
の
安
全
確
保

質問

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
策

理
由
に
よ
り
、
設
置
に
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
信
号
機
設

置
は
交
差
点
の
安
全
を
確
保

す
る
上
で
、
有
効
な
対
策
と

し
て
認
識
し
て
お
り
、
今
後

も
引
き
続
き
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
、
周
辺
地
域
の
交

通
規
制
な
ど
を
含
む
総
合
的

な
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問

観
光
行
政

質問

駅
前
再
開
発

者
デ
ッ
キ
階
段
の
屋
根
の
積

雪
が
な
か
な
か
解
け
な
い
場

合
、
屋
根
に
沿
っ
て
固
ま
っ

た
雪
が
乗
降
口
に
ず
り
落
ち
、

歩
行
者
が
危
険
に
な
る
場
合

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

屋
根
の
上
に
積
も
っ
て
い
る

雪
を
途
中
で
安
全
な
場
所
に

落
と
し
、
ま
た
、
乗
降
口
に

落
ち
な
い
よ
う
な
加
工
を
し

て
、
歩
行
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
工
事
で
あ
る
。

質問

川
越
駅
西
口
デ
ッ
キ
管
理

段
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く

の
か
、
ま
た
、
意
識
啓
発
や

き
っ
か
け
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
が
課

題
で
あ
る
。

　
自
主
返
納
後
は
、
年
齢
に

関
係
な
く
自
動
車
が
運
転
で

き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
支
援
の
対
象
年
齢

に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
支

援
策
を
考
え
る
中
で
検
討
し

て
い
く
。

質問

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

保
護
者
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
、
就
学
後
の
子
ど
も
の

よ
り
よ
い
成
長
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で

幼
保
小
連
絡
懇
談
会
等
行
っ

て
き
た
が
、
今
後
は
、
就
学

前
の
家
庭
教
育
支
援
も
含
め

幼
児
期
の
家
庭
教
育
や
地
域

で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
整

備
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

た
め
関
係
各
課
と
連
携
し
て

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
。

質問

家
庭
教
育
と
学
校
教
育

問
登
下
校
中
の
不
審
者
対
策

と
し
て
、
こ
ど
も
１
１
０
番

の
家
を
登
録
し
逃
げ
込
み
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
市
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答
こ
ど
も
未
来
部
長
　
こ
の

事
業
は
自
発
的
な
市
民
運
動

と
し
て
運
営
さ
れ
、
実
施
主

体
も
様
々
で
複
数
の
関
係
課

が
あ
る
が
、
徐
々
に
事
業
の

統
制
が
と
ら
れ
て
き
て
い
る
。

平
成
25
、
26
年
度
に
、
川
越

問
本
川
越
駅
西
口
ア
ク
セ
ス

道
路
と
入
口
の
市
道
と
の
交

差
点
に
安
全
対
策
と
し
て
信

号
機
設
置
が
有
効
と
考
え
る

が
、
市
の
検
討
状
況
は
。

答
都
市
計
画
部
長
　
交
差
点

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

事
業
着
手
時
よ
り
、
関
係
機

関
と
信
号
機
の
設
置
に
向
け

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
現
在
、
信
号
待
ち
の
滞
留

ス
ペ
ー
ス
等
の
歩
行
者
空
間

が
確
保
で
き
て
い
な
い
等
の

問
川
越
駅
西
口
デ
ッ
キ
の
開

通
か
ら
２
年
５
ヶ
月
と
、
短

い
期
間
で
改
修
工
事
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
改

修
工
事
の
概
要
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答
都
市
計
画
部
長
　
歩
行
者

デ
ッ
キ
の
階
段
屋
根
か
ら
の

落
雪
防
止
対
策
を
目
的
と
し

て
実
施
し
た
、
川
越
駅
西
口

駅
前
広
場
階
段
シ
ェ
ル
タ
ー

雪
止
め
設
置
工
事
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
膜
状
の
歩
行

問
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
重
大

な
交
通
事
故
が
後
を
絶
た
な

い
。
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
者
に
対
す
る
支
援
策
を
早

急
に
検
討
す
べ
き
で
は
？

答
市
民
部
長
　
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
を
推
し
進
め
る

施
策
を
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
自
主
返
納
の
推
進
に
は
、

自
家
用
車
に
代
わ
る
移
動
手

問
教
育
委
員
会
と
関
係
部
署

が
連
携
し
、
一
体
的
に
就
学

前
の
幼
児
を
持
つ
保
護
者
に

向
け
た
家
庭
教
育
の
支
援
事

業
を
実
施
す
る
事
に
つ
い
て

市
の
考
え
を
伺
う
。

答
教
育
長
　
幼
児
期
は
、
人

間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る

極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
。

家
庭
、
幼
稚
園
・
保
育
園
等
、

小
学
校
が
密
接
な
連
携
を
図

り
、
幼
児
一
人
一
人
の
望
ま

し
い
発
達
・
成
長
に
向
け
、

通
告
事
項
の
要
約

会
派
名

　議 
員 
氏 
名

質問の
順　番

一
般

質

問

の

表

題

答
弁
者

図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口
（
東
庁
舎
）

図
書
館
等
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

２
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

２４



政

晴

会

樋　

口　

直　

喜

無
形
文
化
遺
産
登
録
を
契
機
に

11

公

明

党

中　

村　

文　

明

バ
イ
ク
の
駐
車
場
の
設
置
を

７

自
由
民
主
党

吉　

田　

光　

雄

災
害
時
の
水
の
確
保
に
つ
い
て

６
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自
由
民
主
党

吉　

野　

郁　

惠

江
戸
情
緒
を
伝
え
る
川
越
観
光

10

常
に
混
雑
し
た
状
況
が
続
い

て
い
る
。
バ
イ
ク
の
駐
車
場

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

観
光
施
設
な
ど
へ
の
設
置
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
郊
外

型
駐
車
場
の
拡
張
を
進
め
て

い
く
中
で
検
討
し
て
い
く
。

質問

観
光
の
利
便
性
の
向
上

質問

災
害
備
蓄
品
の
充
実

加
者
の
増
加
が
図
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
よ
り
効
果
的
な
訓

練
と
な
る
よ
う
、
参
加
者
な

ど
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
な
ど
検
証
結
果
を

訓
練
内
容
な
ど
に
反
映
し
て

い
く
こ
と
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質問

防
災
・
減
災
パ
ー
ト
２

て
い
る
か
は
、
関
係
機
関
と

の
協
議
お
よ
び
調
整
が
必
要

と
な
る
が
、
新
し
い
法
律
を

十
分
研
究
し
た
上
、
で
き
る

だ
け
早
い
方
法
に
よ
っ
て
改

善
が
図
れ
る
よ
う
努
め
た
い

と
考
え
る
。

質問

川
越
氷
川
祭
の
山
車
行
事

学
校
及
び
月
越
小
学
校
に
は

災
害
用
給
水
井
戸
が
あ
り
、

ま
た
、
埼
玉
県
の
防
災
拠
点

校
で
あ
る
川
越
工
業
高
等
学

校
に
は
、
耐
震
性
貯
水
槽
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時

に
水
道
が
断
水
し
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
以

上
の
給
水
設
備
等
を
活
用
し
、

近
隣
住
民
の
水
を
確
保
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

質問

防
災
井
戸

　
市
と
し
て
は
、
加
入
率
減

少
に
伴
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
機
能
が
低
下
し
、
事
業
等

の
継
続
が
困
難
と
な
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
る
。
今
後
の

地
域
づ
く
り
の
支
援
を
検
討

す
る
上
で
、
活
動
の
実
態
や

市
民
意
識
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
で
活
動
す
る
方
や
広
く

市
民
を
含
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
実
施
を
検
討
す
る
。

質問

自
治
会
活
動
と
市
の
関
係

戸
文
化
の
影
響
を
受
け
た
川

越
特
有
の
歴
史
的
、
文
化
的

資
産
を
活
用
す
る
こ
と
で
外

国
人
観
光
客
等
の
リ
ピ
ー
タ

ー
確
保
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
着

物
を
着
た
時
の
所
作
や
心
得
、

振
る
舞
い
な
ど
、
古
く
か
ら

の
慣
習
な
ど
も
同
時
に
体
験

で
き
る
質
の
高
い
観
光
振
興

が
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

質問

蔵
の
町
並
み
と
観
光
振
興

問
郊
外
型
駐
車
場
の
拡
張
に

つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

検
討
に
バ
イ
ク
の
駐
車
場
の

設
置
も
含
め
ら
れ
な
い
か
。

答
産
業
観
光
部
長
　
郊
外
型

駐
車
場
は
国
道
２
５
４
号
東

側
の
城
下
町
地
内
に
無
料
観

光
駐
車
場
と
し
て
、
い
る
ま

野
農
業
協
同
組
合
が
運
営
す

る
「
あ
ぐ
れ
っ
し
ゅ
川
越
」

と
共
用
し
て
い
る
が
、
近
年
、

観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、
非

問
自
衛
隊
を
始
め
と
す
る
防

災
関
係
機
関
、
行
政
、
市
民

の
方
々
が
集
ま
り
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
川
越
市
総
合
防

災
訓
練
に
お
い
て
、
検
証
結

果
の
活
用
に
関
し
て
伺
う
。

答
危
機
管
理
監
　
今
後
の
訓

練
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
課

題
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行

い
、
各
訓
練
に
お
い
て
、
十

分
な
時
間
を
確
保
し
、
重
点

的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

啓
発
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
参

問
山
車
の
曳
行
に
お
い
て
、

電
線
に
つ
い
て
は
例
年
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
ま

つ
り
の
維
持
、
継
承
に
は
電

線
へ
の
迅
速
な
対
応
が
望
ま

れ
る
が
、
市
長
の
ご
見
解
は
。

答
市
長
　
山
車
の
曳
行
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
電
線
を
配

置
す
る
た
め
に
は
、
電
線
の

か
さ
上
げ
や
路
線
に
よ
っ
て

は
地
中
化
と
い
っ
た
方
法
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
方
法
が
適
し

問
中
央
小
学
校
区
に
は
マ
ン

シ
ョ
ン
が
多
く
、
災
害
時
の

水
の
確
保
は
困
難
が
予
想
さ

れ
る
が
、
水
の
確
保
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
危
機
管
理
監
　
中
央
小
学

校
区
は
、
災
害
の
規
模
に
よ

っ
て
は
、
飲
料
水
と
比
べ
、

使
用
量
の
多
い
ト
イ
レ
や
洗

濯
等
に
使
用
す
る
生
活
用
水

が
十
分
確
保
で
き
な
い
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
。
周
辺
の
川

越
第
一
中
学
校
、
富
士
見
中

問
自
治
会
へ
の
市
民
の
加
入

減
少
が
重
要
課
題
で
、
条
例

等
で
加
入
促
進
も
考
え
ら
れ

る
が
、
ま
ず
自
治
会
長
等
の

声
を
聞
く
調
査
を
す
べ
き
と

思
う
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
栗
原
副
市
長
※
　
自
治
会

は
、
市
民
に
最
も
身
近
な
存

在
と
し
て
地
域
社
会
で
重
要

な
意
義
を
持
ち
、
災
害
等
へ

の
対
応
、
地
域
防
犯
へ
の
取

り
組
み
等
様
々
な
役
割
を
持

っ
て
い
る
と
認
識
す
る
。

問
江
戸
情
緒
を
残
す
貴
重
な

蔵
の
町
並
み
の
雰
囲
気
を
守

り
育
て
て
い
く
事
が
大
切
と

考
え
る
が
、
観
光
客
の
リ
ピ

ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
に
必

要
な
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
産
業
観
光
部
長
　
新
た
な

観
光
資
源
を
発
掘
し
観
光
エ

リ
ア
の
拡
大
を
推
進
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、

広
域
連
携
に
よ
り
地
域
の
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
や
新
河

岸
川
舟
運
な
ど
を
通
じ
て
江

公

明

党

大　

泉　

一　

夫

自
治
会
の
声
を
聞
く
調
査
実
施

８

自
由
民
主
党

海　

沼　

秀　

幸

総
合
防
災
訓
練
検
証
結
果
活
用

９
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日
本
共
産
党

川　

口　

知　

子

広
く
市
民
の
声
聞
い
た
の
か
？ 17

日
本
共
産
党

今　

野　

英　

子

後
期
高
齢
者
へ
負
担
増
が
検
討 16

日
本
共
産
党

長　

田　

雅　

基

人
間
ら
し
く
働
く
と
い
う
こ
と 15

日
本
共
産
党

池　

浜　

あ
け
み

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
市
民
に
及
ぼ
す
影
響

14

公

明

党

田　

畑　

た
き
子

小
学
校
の
算
数
科
に
つ
い
て

13

や
ま
ぶ
き
会

小
野
澤　

康　

弘

市
内
循
環
線
の
整
備
取
組
み
！

12

　
市
と
し
て
は
、
「
川
越
市

小
・
中
学
生
学
力
向
上
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
数
学
的
な

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
た

算
数
科
の
授
業
実
践
例
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
通
し
て
、
各
小
学

校
に
お
け
る
算
数
科
の
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質問

算
数
教
育
と
保
健
授
業

質問

女
性
の
活
躍
推
進

い
と
考
え
る
。

　
過
労
死
を
な
く
す
こ
と
に

つ
い
て
は
、
事
業
主
や
人
事

労
務
担
当
者
に
対
し
て
、
労

働
安
全
衛
生
や
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
に
よ
る
啓
発
な
ど
を

押
し
進
め
、
過
労
死
を
な
く

す
た
め
の
環
境
整
備
を
よ
り

推
進
し
て
い
き
た
い
。

質問

人
間
ら
し
く
働
け
る
社
会

質問

利
用
し
や
す
い
図
書
館
を

も
の
で
あ
る
。

質問

市
長
の
政
治
姿
勢

質問

老
朽
化
市
営
住
宅
の
更
新

も
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
全
国
市
長
会
や
中
核

市
市
長
会
を
通
じ
、
特
に
農

業
分
野
に
お
け
る
影
響
を
最

小
限
と
す
る
よ
う
効
果
的
な

施
策
の
実
施
を
、
共
同
で
国

に
働
き
か
け
て
お
り
、
引
き

続
き
国
、
県
な
ど
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
市
民
へ
の
影
響

質問

蔵
の
耐
震
と
通
り
の
交
通

て
も
、
県
立
川
越
高
等
学
校

ま
で
を
範
囲
と
し
て
事
業
認

可
を
取
得
し
、
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問

川
越
伝
建
地
区
の
今
後

質問

市
内
循
環
線
の
整
備

の
特
例
を
受
け
て
い
る
方
は
、

同
様
に
６
３
１
０
円
の
増
と

な
る
。
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
方
で
９
割
軽

減
の
特
例
を
受
け
て
い
る
方

は
、
同
様
に
１
６
８
３
０
円

の
増
と
な
る
。
所
得
割
額
の

５
割
軽
減
の
特
例
を
受
け
て

い
る
方
は
、
保
険
料
所
得
割

額
は
最
も
多
い
方
で
２
万
４ 

１
９
０
円
の
増
と
な
る
。

質問

社
会
保
障
改
悪
の
影
響

質問

児
童
館
の
さ
ら
な
る
充
実

問
小
学
校
の
算
数
科
に
お
け

る
つ
ま
ず
き
の
対
応
策
と
し

て
、
今
後
、
市
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長
　
算
数
科

の
指
導
に
お
い
て
、
今
後
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
、
問
題

解
決
的
な
学
習
を
通
し
て
一

人
一
人
が
自
分
の
考
え
を
も

つ
こ
と
を
重
視
す
る
と
と
も

に
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
が
実
現
で
き
る
授
業

の
改
善
が
あ
げ
ら
れ
る
。

問
電
通
の
24
歳
女
性
の
過
労

自
殺
の
よ
う
に
、
命
を
失
っ

て
ま
で
働
く
労
働
環
境
に
疑

問
と
懸
念
を
抱
く
。
人
間
が

働
く
こ
と
と
過
労
死
を
無
く

す
こ
と
へ
の
市
長
の
考
え
は
。

答
市
長
　
働
く
、
と
い
う
こ

と
は
、
労
働
の
対
価
と
し
て

金
銭
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、

貢
献
す
る
こ
と
や
、
得
ら
れ

る
充
実
感
や
自
己
実
現
は
、

ほ
か
の
何
物
に
も
代
え
が
た

問
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

広
く
市
民
の
声
を
聞
き
、
対

応
状
況
を
公
表
す
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、
市
長
の
１
期
目

と
比
べ
、
回
数
と
人
数
が
減

っ
た
理
由
を
伺
う
。

答
市
長
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
参
加
者
数
と
回
数
の

減
少
に
つ
い
て
は
、
開
催
方

法
の
見
直
し
を
行
い
、
テ
ー

マ
の
選
定
や
対
象
者
の
募
集

な
ど
、
限
定
的
に
実
施
し
て

き
た
こ
と
に
よ
り
減
少
し
た

問
農
薬
や
食
品
添
加
物
が
規

制
緩
和
さ
れ
、
医
薬
品
の
特

許
延
長
が
薬
代
負
担
増
へ
つ

な
が
り
、
食
と
医
療
の
安
全

安
心
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
が
市
民
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

答
市
長
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
の
産

業
全
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
一
方
、
輸
出
企
業
な
ど
を

中
心
に
産
業
が
活
性
化
す
る

と
い
っ
た
意
見
が
あ
る
こ
と

問
都
市
計
画
道
路
市
内
循
環

線
で
あ
る
氷
川
神
社
前
か
ら

市
道
０
０
０
１
号
線
を
す
ぎ

県
立
川
越
高
等
学
校
へ
向
か

う
道
路
整
備
の
事
業
範
囲
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

答
建
設
部
長
　
事
業
範
囲
に

つ
い
て
は
、
交
通
円
滑
化
と

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
、
市
道
０
０
０
１
号
線

と
の
交
差
点
整
備
も
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
交
差
点
以
南
に
つ
い

問
国
で
は
、
後
期
高
齢
者
の

保
険
料
に
つ
い
て
現
在
軽
減

の
特
例
措
置
の
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
特
例
措

置
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
、
被

保
険
者
へ
の
影
響
を
伺
う
。

答
保
健
医
療
部
長
　
平
成
28

年
度
の
保
険
料
等
を
基
に
試

算
す
る
と
、
均
等
割
額
の
９

割
軽
減
の
特
例
を
受
け
て
い

る
方
は
、
１
人
当
り
の
年
間

保
険
料
均
等
割
額
は
８
４
２ 

０
円
の
増
、
８
・
５
割
軽
減
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民

進

党

山　

木　

綾　

子

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

23

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

伊　

藤　

正　

子

安
全
安
心
な
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

21

政

晴

会

川　

口　

啓　

介

浄
化
槽
汚
泥
等
の
再
資
源
化

19

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

髙　

橋　
　
　

剛

古
谷
保
育
園
の
早
期
建
て
替
え

22

公

明

党

近　

藤　

芳　

宏

防
犯
カ
メ
ラ
で
市
民
に
安
心
を

20

の
検
討
に
併
せ
て
、
再
資
源

化
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質問

公
民
館

質問

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

を
提
供
し
て
い
る
先
進
市
の

状
況
調
査
で
は
、
全
提
供
食

数
の
概
ね
１
パ
ー
セ
ン
ト
を

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
最
大

調
理
食
数
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
全
児

童
生
徒
数
約
２
万
６
千
人
の

１
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
２ 

６
０
食
を
最
大
食
数
と
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

質問

男
女
参
画
と
性
的
少
数
者

質問

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
応

質問

快
適
な
学
童
保
育

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
株
式

会
社
と
協
力
し
、
防
災
啓
発

情
報
を
集
め
た
「
防
災
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
（
川
越
市
版
）
」

を
作
成
し
、
全
戸
配
布
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

　
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

に
つ
い
て
は
、
配
布
後
の
状

況
等
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

質問

川
越
市
の
災
害

て
い
な
い
の
で
、
市
で
突
っ

込
ん
だ
対
応
を
す
る
必
要
は

全
く
な
い
も
の
と
考
え
る
。

質問

上
空
を
飛
行
す
る
航
空
機

質問

入
札
・
契
約
・
業
務
委
託

置
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
開
始

時
期
は
、
平
成
29
年
２
月
上

旬
を
予
定
し
て
い
る
。

質問

コ
ン
パ
ク
ト
ま
ち
づ
く
り

質問

防
犯
カ
メ
ラ
の
普
及
設
置

ご
近
所
の
ご
協
力
等
、
温
か

い
励
ま
し
が
あ
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
古
谷
保
育
園
の
建
て
替

え
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
検
討
は
行
な
っ
て
い
る
が
、

長
い
期
間
結
論
が
出
せ
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
の
で
、

他
の
保
育
園
の
状
況
な
ど
も

考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
早
い

時
期
に
結
論
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問

市
立
保
育
園
の
建
て
替
え

問
廃
棄
物
処
理
施
設
の
再
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
再
資
源

化
設
備
を
備
え
る
施
設
を
検

討
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
現
在
検
討
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

答
環
境
部
長
　
浄
化
槽
汚
泥

な
ど
の
再
資
源
化
の
方
法
と

し
て
は
、
環
境
省
の
定
め
る

指
針
に
よ
る
と
、
資
源
化
設

備
と
し
て
メ
タ
ン
発
酵
、
堆

肥
化
、
助
燃
剤
化
な
ど
の
方

式
が
複
数
あ
る
。
施
設
整
備

問
（
仮
称
）
川
越
市
新
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
数
が
、
少
な
い

と
思
わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長
　
現
在
の

申
請
状
況
か
ら
、
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
食
を
希
望
す
る
ま
で

に
至
ら
な
い
と
見
込
ま
れ
る

ケ
ー
ス
が
数
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
現
在
の
対
応
人
数
よ

り
減
少
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

問
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
災
害
に
備
え

て
の
心
構
え
等
を
、
一
冊
に

ま
と
め
て
「
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
て
、
全
戸
配

布
で
き
な
い
か
？

答
危
機
管
理
監
　
市
民
の
方

々
が
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動

を
理
解
し
、
災
害
に
備
え
て

お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
周

知
を
図
っ
て
お
り
、
ま
た
、

問
市
長
と
関
係
が
深
い
業
者

に
落
札
が
偏
る
官
製
談
合
疑

惑
に
対
し
市
長
は
、
職
員
へ

の
聴
取
の
み
で
問
題
は
な
し

と
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
調

査
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
市
長
　
官
製
談
合
の
疑
い

で
告
発
さ
れ
た
の
は
私
自
身

で
あ
る
。
ま
た
、
職
員
が
官

製
談
合
を
し
た
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査

を
行
わ
せ
た
。
今
回
の
告
発

は
ま
と
も
な
告
発
と
は
受
け

問
市
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
防
犯
対
策
と
し
て
有
効
な

方
策
と
の
考
え
だ
が
、
庁
舎

内
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
取

り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
財
政
部
長
　
既
に
、
庁
舎

分
室
に
１
台
設
置
し
て
い
る

が
、
来
庁
者
等
の
安
全
の
確

保
及
び
犯
罪
の
予
防
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
現
在
、
本

庁
舎
及
び
東
庁
舎
に
お
い
て
、

合
計
23
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

問
古
谷
保
育
園
は
開
園
か
ら

47
年
が
経
過
し
老
朽
化
は
否

め
な
い
。
保
護
者
や
地
域
の

方
々
は
早
期
の
建
て
替
え
を

強
く
望
ん
で
い
る
。
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

答
市
長
　
古
谷
保
育
園
は
、

建
築
後
47
年
を
迎
え
て
お
り
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

は
、
充
分
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
地
元
の
皆
様
や

保
護
者
の
皆
様
に
大
事
に
さ

れ
、
保
育
内
容
の
充
実
や
、

日
本
共
産
党

柿　

田　

有　

一

疑
惑
を
持
た
れ
な
い
契
約
を

18
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議会のミニ知識
Ｑ　一般質問とは

Ａ　議員が、市の行政・財政全般にわたって、事

業の現在の状況、今後の方針等について、質問

をし、市に対して、意見や施策の提案をしたり

することをいいます。

Ｑ　議案質疑とは

Ａ　議員が、市が提出した議案の内容、提案の理

由等について、疑問点や不明な点を明らかにす

ることをいいます。

Ｑ　討論とは

Ａ　議員が、他の議員に対して、自己の意見に賛

同させるために、表決の前に、議題となってい

る案件について賛否の理由を述べることをいい

ます。

　
東
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

南
古
谷
駅
周
辺
整
備
と
の
関

係
や
校
舎
の
老
朽
化
等
を
踏

ま
え
、
市
全
体
の
学
校
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
中

で
、
庁
内
各
課
と
連
携
し
、

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

質問

施
設
と
財
政

質問

Ｊ
Ｒ
川
越
線
駅
周
辺
整
備

質問

市
道
０
０
７
０
号
線
整
備

質問

市
道
１
５
７
３
号
線
蓋
掛

質問

市
道
国
道
交
差
点
の
取
組

問
Ｊ
Ｒ
南
古
谷
駅
北
口
開
設

に
向
け
て
、
周
辺
整
備
の
中

に
東
中
学
校
も
含
め
て
考
え

る
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
見

解
を
問
う
。

答
都
市
計
画
部
長
※

　
市
と

し
て
は
、
南
古
谷
駅
北
口
開

設
に
向
け
て
、
平
成
24
年
度

か
ら
調
査
を
行
い
、
駅
北
口

開
設
に
関
連
す
る
都
市
計
画

道
路
の
見
直
し
等
を
進
め
る

と
と
も
に
、
段
階
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。

や
ま
ぶ
き
会

矢　

部　
　
　

節

Ｊ
Ｒ
川
越
線
駅
周
辺
整
備

24

人口問題と社会現象に関する意見を市長に提出

　人口問題と社会現象に関する特別委員会では、近

い将来、確実に人口減少が始まることから、高齢者

が安心して暮らせる施策や安心して子供を産み育て

ることができる環境づくりを図るため、調査を行い、

重点的に取り組む必要がある項目がまとまりました

ので、「人口問題と社会現象に関する意見」として、

１２月２０日、市長に提出しました。

１　高齢化対策について

○いきいきサロン等の高齢者の居場所づくりの推進

を図ること。

○高齢者の移動手段の確保を図ること。

○健康診断の受診率の向上を図ること。

○市民の健康に対する意識を高める取り組みを図る

こと。

○世代間交流の促進を図ること。

○健康増進のため、各種体操の普及・推進を図るこ

と。

２　少子化対策について

○保育所、公園、児童館の整備の促進を図ること。

○多子世帯への軽減制度や養育費に対する補助制度

などの創設を図ること。

○送迎保育ステーションの設置を図ること。

○休日保育の充実を図ること。

○結婚・出産・育児と続く切れ目のないサポート体

制の充実を図ること。

○つどいの広場を含めた市の子育て施設の質の均一

化を図ること。

○ホームスタート事業への支援を図ること。

○多世代住宅への補助制度の拡充と創設を図ること。

○子育て世代の母親を中心とした考え方に配慮した

対応を図ること。

○産官学の連携や職住近接等による定住促進を図る

こと。

○子育てしやすい環境整備を推進し、「子育てする

なら川越市」等のＰＲによる定住促進を図ること。
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　標記訴訟の概要及び経過については、これまで報

告してきたが、このたび判決言渡しの期日が指定さ

れた。ついては平成２８年３月３日以降の訴訟の経

過について、下記のとおり報告する。

１　訴訟の概要

　平成２４年１月５日に、市立中学校に通学する男

子生徒が、同学年の男子生徒３名から暴行を受け、

意識不明の重体となっている事件について、暴行を

受けた男子生徒とその親権者が、暴行を加えた男子

生徒ら及びその親権者並びに川越市に対し、連帯し

て金３億９９８５万５０５１円及びこれに対する遅

延損害金の支払いを求めているものである。

　原告らは、教諭らが暴行を受けた男子生徒に対す

る暴力を以前から認識していながら、一時的な注意

や指導だけで事態を放置したため本件暴行事件が発

生し、市には安全配慮義務を怠った過失があると主

張している。

２　訴訟の経過

平成２８年３月３日　

　裁判所から、和解を勧試する旨の意見書が送付さ

れる。

※和解を勧試されたが、和解協議は打ち切りとなっ

た。

平成２８年３月２５日　第１９回弁論準備手続

　準備書面の陳述及び書証の提出

平成２８年５月２６日　第２回口頭弁論

　準備書面の陳述及び書証の提出

平成２８年７月１４日　第３回口頭弁論

　準備書面の陳述及び書証の提出

平成２８年９月２９日　第４回口頭弁論（終結）

　最終準備書面の陳述

３　判決言渡期日

　平成２８年１２月２２日（木）午後１時１０分

　本市を被告の一人として、さいたま地方裁判所川

越支部に係属していた損害賠償請求事件について、

平成２８年１２月２２日に、同裁判所から下記のと

おりの判決言渡しがあったので報告する。

判決主文

１ 　被告らは、原告男子生徒に対し、連帯して１億 

４６５３万４４４円及びこれに対する平成２４年

１月５日から支払済みまで年５分の割合による金

員を支払え。

２ 　被告らは、原告母親に対し、連帯して２２０万

円及びこれに対する平成２４年１月５日から支払

市内中学生傷害事件に係る訴訟の経過につ

いて

市内中学生傷害事件訴訟に係る判決につい

て

済みまで年５分の割合による金員を支払え。

３ 　被告らは、参加人に対し、連帯して１３０５万 

３２７５円及びこれに対する平成２５年８月２日

から支払済みまで年５分の割合による金員を支払

え。

※ 今後の対応については、判決文の内容を精査した

上で、検討する。

　標記の件について、下記のとおり報告する。

１　事件の概要

　平成２８年８月２３日、東松山市の都幾川河川敷

で、少年が死亡しているのが発見された。８月２５

日から２６日にかけて、この件に関与の疑いがある

として、少年２名、中学生３名が逮捕された。この

うち１名は、川越市内の中学生であった。９月１４

日、当該生徒は傷害致死の疑いで、さいたま家庭裁

判所に送致され、観護措置となった。１０月１１

日、さいたま家庭裁判所は、少年院送致とする保護

処分を決定した。

２　検証の経過

（１）東松山市地内発生の少年死亡事件に係る埼玉

県教育委員会・川越市教育委員会・東松山市教育委

員会合同検証委員会

　埼玉県教育委員会では、「合同検証委員会」を立

ち上げた。この委員会に川越市から教育指導課長が

委員として出席し、本市における検証の状況やその

視点を報告している。「合同検証委員会」では、以

下の３つを論点として集約し、それぞれの論点ごと

に、児童生徒への働きかけ、家庭への働きかけ及び

関係機関との連携について検証を進めている。

　論点１　非行・問題行動等への対応

　論点２　高校中途退学への対応

　論点３　問題行動の未然防止への対応

（２）川越市としての対応

　川越市では、関係部課長、関係機関等による「関

係者会議」を、また、学識経験者等、第三者を含め

た「検証のための会議」を開催している。事件の概

要や当該生徒の状況などについて報告し、配慮を要

する生徒への指導、家庭に対する支援のあり方、関

係機関との連携などについて考えていく必要がある

との意見が出された。それらの意見を踏まえ、以下

の４つの視点から検証と考察を進めている。

　視点１　児童生徒理解について

　視点２　校内体制について

　視点３　家庭・地域との連携について

　視点４　 学校・教育委員会・関係機関の連携につ

いて

東松山市地内発生の少年死亡事件に係る検

証の経過について

今定例会では、議案以外に市政の重要事項として次のとおり報告があ

りました。市 政 報 告



　予算案１件の議案を審査しました。

　議案第９４号、平成２８年度川越市一般会計補正予算（第３

号）の所管部分の審査においては、市立中学校の備品である吹

奏楽楽器の現状や老朽化した楽器の買い替え、蔵造り資料館耐

震化事業の契約の問題や今後の方向性、南古谷小学校増築事業

の現在の進捗状況や今後の見通しなどについて、委員からさま

ざまな質疑がありました。

　審査の結果、議案第９４号は原案のとおり可決しました。

文化教育常任委員会

常任委員会

今定例会において開催した

常任委員会の審査経過を

ご紹介いたします。

総務財政常任委員会
　事件案１０件、予算案１件、計１１件の議案を審査しました。

　議案第８４号、川越市斎場及び市民聖苑やすらぎのさと条例

を定めることについての審査にあたっては、新たな斎場の視察

を行い、当日の葬家の流れを確認しながら、設備等の説明を受

けました。審査においては、市民にとっての利便性、手続き、

料金設定、環境への配慮についてなど、委員からさまざまな質

疑がありました。審査の結果、議案第８４号は原案のとおり可

決しました。

　そのほか１０件の議案については、審査の結果、原案のとおり可決しました。

○委員の構成

委　員　長　中原　秀文 副委員長　三浦　邦彦 委　　員　海沼　秀幸 委　　員　今野　英子

委　　員　大泉　一夫 委　　員　江田　　肇 委　　員　片野　広隆 委　　員　新井　喜一

（欠員　1名）

○委員の構成

委　員　長　山木　綾子 副委員長　吉野　郁惠 委　　員　田畑たき子 委　　員　樋口　直喜

委　　員　池浜あけみ 委　　員　桐野　　忠 委　　員　三上喜久蔵 委　　員　小野澤康弘

委　　員　牛窪多喜男

　本市議会には、詳細に議案を審査するために、４つの常任

委員会があります。

　今定例会では、１９件の議案が市長から提出され、本会議

で質疑を行った後、各常任委員会に付託され、それぞれ所管

する常任委員会において、審査しました。各常任委員会で

は、付託された議案について担当課から説明を受け、質疑、

討論、採決の順で審査を行いました。

　審査の結果については、本会議最終日に、各常任委員長が

報告し、報告後に、議会として各議案について、採決を行い

ました。議決結果は、３ページの議案議決結果一覧表をご覧

ください。

　なお、委員会の会議録につきましては、図書館、市民セン

ター、議会事務局、情報公開窓口、議会ホームページで、２

月下旬から閲覧できます。

新たな斎場の説明を受ける様子

文化教育常任委員会の審査の様子
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　事件案５件、予算案２件、計７件の議案を審査しました。

　議案第８８号、川越市国民健康保険税条例の一部を改正する

条例を定めることについての審査にあたっては、基礎課税額等

の課税限度額の引き上げ等改正の内容、改正に伴い加入者に与

える影響、負担についてなど委員からさまざまな質疑がありま

した。審査の結果、議案第８８号は原案のとおり可決しました。

　そのほか６件の議案については、審査の結果、原案のとおり

可決しました。

保健福祉常任委員会

　事件案２件、予算案１件、計３件の議案を審査しました。

　議案第９４号、平成２８年度川越市一般会計補正予算（第３

号）については、所管部分である土地改良事業と公共施設整備

基金について審査を行いました。土地改良事業の審査にあたり、

ほ場整備事業予定地を確認しながら説明を受けました。

　審査においては、選定理由や耕作放棄箇所など、委員からさ

まざまな質疑がありました。審査の結果、議案第９４号は原案

のとおり可決しました。

　そのほか２件の議案については、審査の結果、原案のとおり

可決しました。

産業建設常任委員会

○委員の構成

委　員　長　近藤　芳宏 副委員長　川口　啓介 委　　員　岸　　啓祐 委　　員　小高　浩行

委　　員　伊藤　正子 委　　員　中村　文明 委　　員　柿田　有一 委　　員　関口　　勇

委　　員　小林　　薫

○委員の構成

委　員　長　髙橋　　剛 副委員長　吉田　光雄 委　　員　吉敷賢一郎 委　　員　長田　雅基

委　　員　荻窪　利充 委　　員　明ヶ戸亮太 委　　員　川口　知子 委　　員　小ノ澤哲也※

委　　員　矢部　　節 ※議長のため、委員会の活動を辞退しています。

委員会名 定数 所管内容

総務財政常任委員会 ９人

総合政策部、総務部、財政部、市民部、秘書室、広報室、防災危機管理室及び会

計室並びに選挙管理委員会、監査委員、公平委員会及び固定資産評価審査委員会

の所掌に関する事項

文化教育常任委員会 ９人 文化スポーツ部、教育委員会（教育総務部及び学校教育部）の所掌に関する事項

保健福祉常任委員会 ９人 福祉部、こども未来部、保健医療部及び環境部の所掌に関する事項

産業建設常任委員会 ９人
産業観光部、都市計画部及び建設部並びに上下水道局及び農業委員会の所掌に関

する事項

保健福祉常任委員会の審査の様子

ほ場整備予定地の現地視察の様子

≪常任委員会の定数と所管≫

ほ場整備とは、農地の生産性の向上などを目的

とし、区画の規模・形状の変更、用排水、道路

等の整備などを行う農地基盤の整備です。

（15） 平成29年1月25日発行議 会 だ よ り
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今定例会の傍聴人数

次回もお待ちしております

平成28年川越市議会第6回定例会

合計77名の方が傍聴されました。

No.　　　　　

傍　聴　券

川　越　市　議　会

開　会　日   ………    4 名

議案質疑①  ………    3 名

議案質疑②   ………    2 名

一般質問①   ………  34 名

一般質問②   ………    7 名

一般質問③   ………  16 名

一般質問④   ………    8 名

最　終　日   ………    3 名

議 場 コ ン サ ー ト 議 会

報情

●お知らせ●

議員控室（本庁舎６階）の工事を順次実施しております。

来庁の皆様には、ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　議会事務局　電話０４９－２２４－６０６２

　11月30日、今定例会の開会日に議

場コンサートを開催しました。

　今回は、平成27年度川越市人材発

掘オーディションで選ばれた団体の一

つである「ＤＵＨＡ（ドゥハ）」によ

る「ユーモレスク」ほか4曲が演奏さ

れました。

川越市人材発掘オーディショ

ンとは、市内小学校でのアウ

トリーチ（ワークショップ付

演奏会）活動、市主催の各種

イベントへの出演など、音楽

の楽しさ、すばらしさを次世

代へ伝えるための活動をして

いただく人・グループを選考

するため開催するものです。

●市議会からのお願い●

例えば、次のような寄附が禁止されます。

×地域の行事やスポーツ大会への飲食物の差し入れ

×お祭りへの寄附や差し入れ

×町内会の集会や旅行等の催し物への寸志や飲食物の差し入れ

×落成式・開店祝の花輪

×秘書等が代理で出席する場合の結婚祝、香典

×入学祝・卒業祝

×病気見舞い

×葬式の花輪・供花

公職選挙法により、議員の寄附行為は禁止されています。

市民の皆様方のご理解、ご協力をよろしくお願いします。

みんなで守ろう「三ない運動」

議員は 　有権者に 　寄附を

贈らない！

議員から 有権者への 寄附は

受け取らない！

有権者は 議員に 　　寄附を

求めない！

編

集

後

記


